
平
成
二
十
二
年
十
一
月
十
六
日
提
出

質

問

第

一

七

〇

号

六
ヶ
所
再
処
理
工
場
の
ガ
ラ
ス
固
化
溶
融
炉
試
験
等
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

服

部

良

一
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六
ヶ
所
再
処
理
工
場
の
ガ
ラ
ス
固
化
溶
融
炉
試
験
等
に
関
す
る
質
問
主
意
書

六
ヶ
所
再
処
理
工
場
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
試
験
は
、
二
〇
〇
八
年
一
〇
月
末
に
高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス
固
化
溶
融
炉
の
炉
底
に
白

金
族
元
素
が
堆
積
し
停
止
し
て
以
来
技
術
的
な
解
決
が
つ
か
ず
、
日
本
原
燃
は
、
本
年
一
〇
月
で
あ
っ
た
竣
工
予
定
を
、
二
〇

一
二
年
一
〇
月
に
延
期
し
た
。

現
在
、
同
試
験
の
再
開
方
針
に
つ
き
、
原
子
力
安
全
・
保
安
院
お
よ
び
再
処
理
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
に
お
い
て
、
二
〇
一

〇
年
八
月
二
三
日
付
で
日
本
原
燃
か
ら
提
出
さ
れ
た
報
告
書
「
再
処
理
施
設
高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス
固
化
建
屋

ガ
ラ
ス
溶
融

炉
運
転
方
法
の
改
善
検
討
結
果
に
つ
い
て
（
改
正
版
）
」
（
以
下
、
「
改
正
報
告
書
」
）
に
基
づ
き
検
討
が
な
さ
れ
て
い
る
。

「
改
正
報
告
書
」
に
よ
れ
ば
、
現
在
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
試
験
は
日
本
原
燃
に
よ
る
二
〇
〇
八
年
六
月
一
一
日
付
「
安
定
運
転
条
件

報
告
」
に
基
づ
い
て
い
る
。
こ
の
安
定
運
転
の
考
え
は
同
年
六
月
三
〇
日
の
原
子
力
安
全
・
保
安
院
報
告
「
『
安
定
運
転
条
件

報
告
』
に
つ
い
て
」
で
要
約
・
定
式
化
さ
れ
、
同
日
の
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
安
全
小
委
員
会
に
提
案
さ
れ
了
承
さ
れ
て
い
る
。
そ

こ
で
は
、
ま
ず
Ａ
溶
融
炉
の
試
験
に
お
い
て
「
安
定
し
た
運
転
状
態
の
維
持
」
及
び
「
長
期
に
運
転
状
態
を
維
持
」
に
つ
い
て

確
認
し
、
そ
の
「
確
認
が
得
ら
れ
た
後
」
に
同
様
の
過
程
を
Ｂ
溶
融
炉
で
実
施
す
る
こ
と
と
明
記
さ
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
今
回
の
「
改
正
報
告
書
」
で
は
、
現
在
ま
で
使
用
し
て
き
た
Ａ
溶
融
炉
が
な
ぜ
停
止
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の

一



か
と
い
う
実
態
に
基
づ
い
た
総
括
を
優
先
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
化
学
試
験
の
後
に
入
る
ア
ク
テ
ィ
ブ
試
験
（
実
廃
液
試
験
）

を
、
Ａ
溶
融
炉
で
は
な
く
、
ま
ず
は
Ｂ
溶
融
炉
で
行
う
と
し
て
い
る
。

国
は
東
海
村
の
ガ
ラ
ス
固
化
技
術
開
発
施
設
（
Ｔ
Ｖ
Ｆ
�
号
炉
）
の
検
討
を
基
に
、
ガ
ラ
ス
固
化
を
「
完
成
さ
れ
た
技
術
」

と
見
な
し
、
そ
の
根
拠
と
な
る
資
料
は
「
ガ
ラ
ス
固
化
技
術
開
発
施
設
に
お
け
る
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
液
の
ガ
ラ
ス
固
化
処
理

技
術
開
発
」
（
二
〇
〇
四
�
七
�
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
開
発
機
構
・
研
究
開
発
課
題
評
価
委
員
会
）
で
あ
る
と
し
て
い
る
（
内
閣

参
質
一
七
四
第
六
〇
号
平
成
二
十
二
年
四
月
三
十
日
質
問
主
意
書
へ
の
答
弁
書
）
。

し
か
し
、
こ
の
報
告
書
の
総
合
評
価
に
は
「
完
成
さ
れ
た
技
術
」
と
い
う
記
述
は
な
く
、
白
金
族
元
素
の
堆
積
は
「
極
め
て

重
要
な
課
題
」
で
あ
り
「
こ
の
問
題
の
解
決
に
当
た
る
こ
と
を
期
待
す
る
」
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
根
拠
に
な
ら
な
い

資
料
を
提
示
す
る
こ
と
は
、
国
が
ガ
ラ
ス
固
化
技
術
の
検
証
を
厳
密
に
実
施
せ
ず
に
、
六
ヶ
所
再
処
理
工
場
の
溶
融
炉
設
置
を

許
可
し
た
こ
と
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
今
回
も
、
六
ヶ
所
Ａ
溶
融
炉
の
失
敗
を
検
証
せ
ず
に
Ｂ
溶
融
炉
で
試
験
を
先

行
実
施
し
た
と
し
て
も
、
同
じ
失
敗
が
繰
り
返
さ
れ
る
懸
念
が
否
め
な
い
。

未
完
成
な
技
術
に
長
い
年
月
と
多
額
の
税
金
と
公
共
料
金
が
投
入
さ
れ
る
可
能
性
へ
の
懸
念
な
ら
び
に
技
術
の
見
通
し
の
有

無
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
と
の
認
識
か
ら
、
Ａ
溶
融
炉
の
失
敗
原
因
の
徹
底
し
た
検
証
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
、
以
下

二



質
問
す
る
。

一

今
後
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
試
験
の
進
め
方
に
つ
い
て

�

ア
ク
テ
ィ
ブ
試
験
の
前
々
段
で
あ
る
低
模
擬
廃
液
を
用
い
た
化
学
試
験
の
段
階
に
後
戻
り
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
し
か

も
そ
こ
に
今
後
の
大
き
な
ウ
エ
イ
ト
が
置
か
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て

（
�
）

ア
ク
テ
ィ
ブ
試
験
の
中
で
ど
う
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
の
か
。

（
�
）

本
件
は
再
処
理
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
で
問
題
に
な
っ
て
い
な
い
の
か
。

（
�
）

化
学
試
験
の
終
了
を
認
め
た
原
子
力
安
全
・
保
安
院
や
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
安
全
小
委
員
会
な
ど
の
責
任
を
い
か

に
認
識
し
て
い
る
か
。

�

日
本
原
燃
が
「
改
正
報
告
書
」
で
示
し
て
い
る
Ｂ
溶
融
炉
試
験
を
優
先
さ
せ
る
考
え
に
つ
い
て

（
�
）

こ
れ
は
、
二
〇
〇
八
年
六
月
三
〇
日
の
原
子
力
安
全
・
保
安
院
及
び
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
安
全
小
委
員
会
の
考
え

に
反
し
て
い
る
の
で
は
な
い
の
か
。

（
�
）

本
件
に
つ
い
て
、
原
子
力
安
全
・
保
安
院
は
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

（
�
）

こ
の
方
針
転
換
は
、
再
処
理
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
で
は
問
題
に
な
っ
て
い
な
い
の
か
。

三



�

Ｂ
溶
融
炉
で
の
試
験
を
優
先
さ
せ
る
理
由
に
つ
い
て

（
�
）

そ
の
理
由
は
何
か
。

（
�
）

日
本
原
燃
が
い
う
「
実
廃
液
の
影
響
を
受
け
て
い
な
い
Ｂ
系
列
」
と
い
う
理
由
に
立
て
ば
、
裏
返
す
と
Ａ
溶
融

炉
は
実
廃
液
の
影
響
を
受
け
て
い
る
か
ら
後
の
順
序
に
す
る
と
い
う
こ
と
か
。

（
�
）

そ
の
場
合
、
Ａ
溶
融
炉
が
受
け
た
実
廃
液
の
影
響
と
は
具
体
的
に
ど
ん
な
も
の
で
、
そ
れ
が
な
ぜ
試
験
後
回
し

の
理
由
に
な
る
の
か
に
つ
い
て
、
日
本
原
燃
か
ら
説
明
を
受
け
て
い
る
の
か
。
受
け
て
い
る
の
な
ら
具
体
的
に
説

明
を
さ
れ
た
い
。

�

「
改
正
報
告
書
」
で
は
、
「
安
定
し
た
運
転
状
態
の
維
持
」
、
「
ガ
ラ
ス
固
化
体
の
品
質
規
格
」
等
を
判
断
す
る
指
標

が
示
さ
れ
て
い
な
い
。

（
�
）

こ
の
こ
と
を
明
確
に
さ
せ
る
つ
も
り
か
。

（
�
）

こ
の
指
標
が
明
確
で
な
け
れ
ば
、
肝
心
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
試
験
が
き
わ
め
て
お
ざ
な
り
な
も
の
で
終
わ
る
危
険
性

が
あ
る
と
考
え
る
が
、
そ
の
点
は
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

�

今
回
の
対
策
は
、
Ｋ
Ｍ
Ｏ
Ｃ
と
い
う
モ
ッ
ク
ア
ッ
プ
試
験
結
果
か
ら
温
度
管
理
の
方
法
を
持
ち
込
む
よ
う
な
や
り
方
に

四



限
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
一
時
凌
ぎ
的
方
式
を
認
め
て
、
そ
れ
で
再
び
白
金
族
元
素
の
堆
積
が
起
こ
っ
た
場
合
、
原

子
力
安
全
・
保
安
院
や
再
処
理
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
等
は
ど
う
責
任
を
と
る
の
か
。

二

白
金
族
元
素
の
堆
積
原
因
に
つ
い
て

�

炉
内
残
留
物
の
除
去
作
業
が
後
回
し
に
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
及
び
白
金
族
元
素
堆
積
の
原
因
に
つ
い
て

（
�
）

こ
の
作
業
は
白
金
族
元
素
な
ど
残
留
物
が
堆
積
す
る
原
因
を
実
態
的
に
探
る
た
め
に
必
要
な
作
業
で
は
な
い
の

か
。

（
�
）

日
本
原
燃
に
白
金
族
元
素
堆
積
の
原
因
に
関
す
る
明
確
な
総
括
を
行
う
よ
う
要
求
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

（
�
）

東
海
村
で
運
転
さ
れ
て
い
る
Ｔ
Ｖ
Ｆ
�
号
炉
は
白
金
族
元
素
堆
積
対
策
の
見
通
し
が
つ
い
て
い
る
の
か
。

三

現
在
開
発
中
の
改
良
型
溶
融
炉
に
つ
い
て

�

改
良
型
溶
融
炉
を
二
〇
一
二
年
か
ら
使
用
す
る
予
定
が
あ
る
か
。

�

現
在
の
溶
融
炉
を
用
い
た
ア
ク
テ
ィ
ブ
試
験
が
二
〇
一
二
年
一
〇
月
に
な
っ
て
も
う
ま
く
い
か
な
い
場
合
は
、
ど
の
よ

う
に
対
処
す
る
つ
も
り
か
。

四

そ
の
他

五



�

六
ヶ
所
溶
融
炉
設
置
の
際
「
完
成
さ
れ
た
技
術
」
と
し
た
根
拠
資
料
の
総
合
評
価
に
は
そ
の
よ
う
な
結
論
が
な
い
が
、

再
度
「
完
成
さ
れ
た
技
術
」
と
し
た
根
拠
と
そ
の
こ
と
を
認
め
た
国
の
審
議
委
員
会
名
と
委
員
名
を
回
答
さ
れ
た
い
。

�

Ｔ
Ｖ
Ｆ
�
号
炉
で
す
で
に
白
金
族
元
素
の
堆
積
が
問
題
に
な
っ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
六
ヶ
所
の
ガ
ラ
ス
固
化
溶

融
炉
を
五
�
五
倍
に
も
大
型
化
し
、
コ
ス
ト
を
理
由
に
事
前
の
廃
液
濃
縮
過
程
を
省
略
し
た
こ
と
の
影
響
に
つ
い
て
、
ど

こ
か
で
検
証
が
な
さ
れ
て
い
る
の
か
。

�

原
点
に
戻
り
六
ヶ
所
Ａ
溶
融
炉
の
徹
底
検
証
を
行
い
、
場
合
に
よ
っ
て
は
思
い
切
っ
た
見
直
し
を
す
る
予
定
は
な
い

か
。

�

竣
工
延
期
の
二
〇
一
二
年
一
〇
月
に
な
っ
て
も
高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス
固
化
溶
融
炉
の
技
術
的
目
処
が
つ
い
て
い
な
い

場
合
、
国
と
し
て
再
処
理
を
見
直
す
最
終
的
判
断
を
す
る
つ
も
り
は
な
い
の
か
。

右
質
問
す
る
。

六


